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序平成15年４月にセンター長に就任してから４年が過ぎた。農作物の生育に及ぼす急激な気候変動や地球温
暖化の影響が懸念されている近年であるが，今年も作物の生産には決してよい条件ではなかった。本年度は
４～５月が低温・低日照，梅雨明けも例年より約１週間遅く，７月の降雨量は平年の1.8倍もあった。このよ
うな気候にも関わらず，黒毛和牛の育種価が高く評価され，高価に販売できたこともあって，平成18年度の
センターの生産額は初めて４千万円を超えた。
４年間の任期を振り返ってみたい。法人化から３年が経過し，これまでとの違いが少しずつ目に見えるよ
うになってきたが，将来の姿を描くにはもう少し時間が必要であろう。法人化（および平成14年のセンター
化）と関連して，センターではいくつかの取り組みを行っている。農学部公開シンポジウムでは食の安全性，
地域連携，食農教育など主題は様々であるが，学内外から毎年200名を超える参加者を得て活発な議論が行わ
れた。ご支援，ご協力いただいた関係各位に厚くお礼申し上げる。また，小中学生を対象に「まきばとうし」，
「親子で野菜づくり」などの課題で地域開放特別事業を実施し，高い評価を得た。この他，年間約3,000名の
児童の芋掘り，小中学生の体験学習や総合学習，さらには学外者の見学など地域からの要望にも積極的に対
応してきた。また，「農産物販売のノウハウ」，「農薬使用の規制に関する最近の動向」，「メンタルヘルスの実
際」などのテーマで，作物の生産・販売や組織の運営に関わる今日的課題について講演会を開催し，構成員
の意識改革を図るとともに，技能講習会を開いて技術職員の資格取得や技術向上につとめた。さいわい２名
の技術職員が農場技術賞を受賞し，慶賀の至りである。これらに加えて，平成16～18年度は現代的教育ニー
ズ取組支援プログラム「大学間連携によるフィールド教育体系の構築」に参画し，19年度からは本学の「牧
場実習」がその科目に組み込まれることになった。平成17年度には学長裁量経費（ブランド農産物の開発・
育成）による岡山大学産米100％使用の日本酒「おお岡大」，「イチゴ」および「黒毛和牛」のブランド化に取
り組み，またデパートに出店するとともに岡山大学生協と（財）積善会で農産物の販売を始めた。このほか，
未曾有の台風被害（平成16年）や業務監査（平成18年）も忘れがたい。これらの円滑な実施や対応には教員，
事務職員および技術職員の協力が不可欠である。センター構成員はもちろんのこと，併任教員として主に実
習教育にご協力いただいた先生方に厚くお礼申し上げる。
法人化以降，大学人の意識改革の必要性が強く言われるようになった。これは，センターの社会貢献や運
営面における企業的発想の導入のようなものであるが，組織がどうあれ，肝に銘ずべきはセンターの使命が
教育・研究にあるということである。最後に，４年間の皆様のご支援，ご協力に対し衷心より謝意を表する。
平成19年９月
山陽圏フィールド科学センター
センター長　久保田　尚浩
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